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2023年度文教サポーターズ募金のご案内

大学、中学校・高等学校、小学校、幼稚園の教育活動のため活用させていただきます。

学 校 活 動 支 援

2023年度は7団体が寄附を募集しています。

課 外 活 動 支 援

文教サポーターズ募金は2023年度も継続して寄附を募集しております。学生・生徒・児童・園児
の教育活動のため、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。

越 谷 文 化 会

越 谷 体 育 会

湘 南 体 育 会

東京あだち体育会
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男子バレーボール部
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文教大学学園　募金

幼稚園小学校中学校・高等学校

募集内容の詳細は、学園募金ホームページにてご覧いただけます
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謹啓　時下益 ご々清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素より本学園に対するご支援をいただきまして、誠にありがとうございます。

　また、この度は文教サポーターズ募金をはじめ本学園にご寄附を賜りましたこと、重ね
て御礼を申し上げます。
　文教サポーターズ募金は、学園各校の教育活動・就学支援のために、多くの方々に
文教大学学園の「サポーター」として応援していただくことを目的として、2018年度に開始
して以降、毎年多額のご寄附をいただいております。
　文教サポーターズ募金以外のご寄附につきましても、奨学資金をはじめ多くのご支援
をいただいております。

　2022年度に皆様からお寄せいただいたご寄附につきましては、次頁以降にある
とおり、学園各校の教育活動及び学生の課外活動支援に活用させていただきました。
あらためて皆様に厚く御礼申し上げます。

　学園は今後も学生、生徒、児童、園児の教育環境充実をはかり、教職員一丸となって
高い水準での教育を続けてまいる所存です。 引き続きご支援を賜りますよう、お願いを
申し上げます。

謹白

御　礼

学校法人文教大学学園
理事長

野 島　正 也

2022年度 文教サポーターズ募金受入実績
2022年度の文教サポーターズ募金（学校活動支援・課外活動支援）として、総額約1,553万円
のご寄附をいただきました。ご指定いただいた学校・課外活動団体の内訳は以下のとおりです。

【 15,535,832円 】

●幼稚園
●小学校
●中学校・高等学校
●大学
●大学（コロナ対策学生支援）
●越谷体育会：軟式野球部
●越谷文化会：吹奏楽部
●中学校・高等学校：吹奏楽部
●指定しない

36件

67件

79件

187件

37件

4件

29件

11件

93件

935,000円
4,348,000円
3,762,000円
3,701,000円
700,000円
170,000円
705,000円
207,000円
1,007,832円

寄　附　総　額

小学校　
4,348,000円

中学校・高等学校　
3,762,000円

越谷体育会：
軟式野球部　
170,000円

大学
（コロナ対策学生支援）　
700,000円

越谷文化会：吹奏楽部　
705,000円

中学校・高等学校：吹奏楽部
207,000円

指定しない　1,007,832円
幼稚園　
935,000円

大学　
3,701,000円
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文教大学
付属幼稚園の
ポリシー

2022年度の教育目標

園長あいさつ

文教大学
付属小学校の
ポリシー

2022年度の教育目標

校長あいさつ

文教大学付属幼稚園

文教大学付属幼稚園の理念 「人間愛」

文教大学付属幼稚園の教育コンセプト「“学ぶ、をあそぼう。”の実施」

文教大学付属幼稚園の指導方針 「“文教スタイル”で子どもを伸ばす」

文教大学付属幼稚園　
園長

中 山　敦 子

付属幼稚園の
詳細はこちら

これまで、子どもたちの発表を効果的に演
出してきた舞台用ひな壇。台数を増やすこ
とにより、活躍の場が広がりました。

鍵のかかる収納キャビネットを設置した
ことにより、荷物の多い日などは学校にタ
ブレットを置いていくことができるように
なりました。成長過程の児童の身体を守
るため、活用させていただきます。

自らの「なぜ？」や「どうして？」の疑問を引
き出し、探究的に物事を考える材料とし
て、豊かな標本を提示し、子どもたちの知
識と想像力を育みます。

子どもたちがより快適に学習を行うこと
ができるように、投影画像が明るく鮮明な
視認性の高いフルハイビジョンのプロ
ジェクターを全教室に整備いたしました。

遊具と並び園児の外遊びには欠かせな
い動物との触れ合い。動物の生命を守
り、園児が安心して動物小屋を活用でき
るように、安全フェンスや庇の整備を行い
ます。（2023年8月末完成予定）

園行事として威厳を保ちながらも子どもた
ちの心に残る楽しい思い出にするため、リ
アリティーにとんだ鬼の衣装を製作しま
す。2023年度の「節分豆まき会」（2024年2
月実施）でのお披露目を予定しております。

鬼の衣装購入（2022年度） 動物小屋の整備（2022年度） 舞台用ひな壇の増設（2021年度）

ご寄附の活用事例

文教大学付属小学校

「ほがらかに ただしく きよく あたたかく」

建学の精神「人間愛」を礎に、「あたたかいふるさとのような学校」

において世界に羽ばたく国際人を育成します。

文教大学付属小学校　
校長

島 野　歩

付属小学校の
詳細はこちら

タブレット収納キャビネットを
購入（2022年度）

サイエンステクニカラー標本の
購入（2021年度）

プロジェクターの整備（2021年度）

ご寄附の活用事例
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学園建学の精神「人間愛」のもと、「素直で明るい元気な子ども」を教育目標として
掲げ、教職員一丸となって子ども達を育みます。

①元気に挨拶ができ、正しい生活習慣を身につけた子ども
②慈愛・感謝の気持ちや思いやりの心をもち、感じたことを素直に表現できる子ども
③自分の役割を果たすとともに、自分のことは自分でやろうと努力する子ども
④好奇心が旺盛で、自ら積極的に行動できる子ども

　2022年度にいただいたご寄附は、毎年2月に実施している「節分豆まき会」で使用する「鬼の衣
装」の購入と、動物小屋の整備のために活用させていただきます。
　季節の変わり目である『節分』にやって来る悪い鬼たちを、園児たちが退治する「節分豆まき
会」は付属幼稚園に何十年もの間受け継がれてきた行事です。数年前のサポーターズ募金で購
入させていただいた裃と合わせて、重厚感のある格式高いものとなり、子どもたちに日本の良き伝
統を継承できるよう活用して参ります。
　付属幼稚園には、多種多様な動物たちと触れ合う為の動物小屋があり、ニワトリ1羽、チャボ1羽、
ウサギ6羽、亀10匹、インコ6羽を飼育しています。いただいたご寄附によって、子どもたちがより安
心・安全に動物たちと触れ合い、動物たちにとってもよりよい環境となるよう動物小屋の整備をさ
せていただきます。
　健やかな子どもたちの生活環境・教育環境の充実のために、 引き続き 「文教サポーターズ募
金」の趣旨をご理解いただきまして、 ご協力をお願い申し上げます。

　付属小学校では、児童が「自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、判断して行動し、生きる力」

を身に付けるために、個別最適化された学びを持続的に実現していきます。その実現に向けて、

2021年度から、一人一台のPC活用を必須とし、ICT機器を鉛筆・定規等の文房具のひとつとし

て使える人材育成を目指してきました。その成果もあって、国語・算数の主要教科を問わず、どの

教科においても、学年の発達段階に合わせたスキルもしくは該当学年以上のスキルを身に付けつ

つあります。個別最適化の学び、加えて協働的な学びにおいても、ＩＣＴ教育の推進はかかせない

ものであり、今後さらに発展したＩＣＴ教育を推進していくために、2022年度にいただいたご寄附に

より全学級へ充電のできるタブレット収納キャビネットを設置させていただきました。

　多様な価値観によって成り立つこれからの社会を生きる子どもたちのために、購入させていた

だきました御品を教育活動に最大限役立てていきたいと思います。引き続き、「文教サポーターズ

募金」 のご協力をお願いするとともに、心から感謝申し上げます。

「慈愛の心をもった子ども」「自ら学ぶ子ども」「情操豊かな子ども」「頑張る子ども」「明朗な子ども」の育成

● 一人ひとりの可能性を大切に育み、一人ひとりが輝ける学校へ

● 「教えられる学校」から「学びを創る学校」へ
 子どもたちが自分自身の思考において活動する能動的な学びを創ります。

● いついかなるときも、学校と子どもと家庭がつながり、学びを止めない、学び続けることのできる
 「強い学校」を創ります。

● 多様な価値観を受入れられる柔らかい心と自分の考えの軸をもって表明できる強い心をもった
 グローバルに活躍する人材を育みます。 



文教大学付属
中学校・高等学校
のポリシー

2022年度の教育目標

　2019～2021年度にいただいたご寄附により、生徒達の自学自習をフォローするため、南棟2階
に個人学習向けのブース型机を完備した「自習室」の増設と、タブレットによる課題や復習等の自
学自習のためのネットワーク接続が校舎内のどこでも可能となるよう、全校舎内Wi-Fi化を実施さ
せていただきました。 引き続き、使用頻度の高い校内設備の充実を進めるため、2022年度にいた
だいたご寄附は、北棟2階大講義室の前方スクリーン及び後方ディスプレイの設置、体育館用大
型プロジェクターの購入のために活用させていただきます。
　授業以外にも生徒集会、学年会等での使用頻度が高い施設である大講義室に前方スクリー
ン及び後方にディスプレイを設置することで、どの座席からも投影内容が見やすくなり、授業並び
に集会参加者等の理解度・満足度の向上が期待できます。
　体育館用のプロジェクター購入では、大人数向けの場所でも明るく投影でき、より解像度の高
いプロジェクターを設置することで企画内容の充実を図り、利用者の満足度向上並びに施設設
備の活用促進を期待しております。
　今後も生徒たちの学習環境をより一層充実させてまいりますので、引き続きご支援、ご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

校長あいさつ

生徒が明るく楽しい学校生活を送る中で、すべての人を大切に思う「慈愛の心」、
知識と技術を磨き、自分で課題を発見して解決を目指す「輝く知性」、コミュニケー
ション能力や、ICTのリテラシーを高め、グローバルな視点をもつ「世界に飛翔する
力」を育てます。さらに、学力を向上させ、自ら積極的に難関の進路にチャレンジす
ることができる、「進学力」の向上を目指します。

文教大学の
ポリシー

2022年度の教育目標

　文教大学には、PC、スマートフォン等からアクセスできる電子書籍サイト「文教大学電子図書
館」があります。本電子図書館は、文教大学の学生であれば、キャンパスを越えて全ての在学生
が利用可能です。2022年度のご寄附によって、学生の学習・教養・情操の涵養、学生の生活や
進路選択に役立つ資料を中心に電子書籍を購入しました。今後もコンテンツの拡充や広報を通
じて、電子書籍利用の定着を図っ てまいります。
　そして、2022年度にいただいたご寄附では、新たな取り組みとして、国際交流活動再開に向け
た学生への留学支援強化にかかる環境整備にも活用させていただきます。世界的なパンデミック
を引き起こした新型コロナウイルス感染症の影響で、本学が実施する国際交流プログラムは、
2020年度以降の約２年半の間、大多数のプログラムが中止され、本学学生は海外への渡航を断
念する事態が続いておりました。2023年度以降、本格的に学生達の海外留学を再開していくた
め、そして海外への渡航に躊躇し不安を抱える学生たちの後押しとなるよう、留学支援のうち特
に出発前の留学相談や準備支援の強化を目指し、国際交流の拠点となる各キャンパスの国際交
流センターの環境整備を実施いたしました。
　今後も学生たちの教育研究環境のより一層の充実のために役立ててまいりますので、引き続き 
「文教サポーターズ募金」の趣旨をご理解いただきまして、ご協力よろしくお願い申し上げます。

学長あいさつ

建学の精神である「人間愛」を基盤に、人と人との絆を大切にしながら社会に貢献で
きる人材を輩出するべく、入学時の初年次教育から卒業時の卒業研究等に至る4年
間を通じて、全ての学生に目が届くきめ細かい教育を行います。また、引き続き、新型
コロナウイルス感染症対策を徹底しながら、本学の教育課程を実行します。 

利用者の満足度向上並びに施設設備の
活用促進のため、大人数向けの場所でも
明るく投影でき、より解像度の高いプロ
ジェクターを購入いたします。

文教大学付属中学校・高等学校

本校で学ぶことで、すべての人を信じて、尊重して、あたたかく優しく思いやる「人間愛」

の精神を育みます。また、自分の夢や生き方や、将来の進路を発見して、それに向けて努

力し、希望進路を達成すること、さらにその進路希望の実現によって、日本だけでなく世界

の人々の幸せな生活に役立ち、グローバルな社会で貢献できる人材を育てます。  

文教大学付属
中学校・高等学校　
校長

銅 谷　新 吾

付属中学校・
高等学校の
詳細はこちら

体育館や自習室スペースなど校内のあら
ゆる場所からネットワークに繫がるように
なり、体育や総合的な学習、課外活動で
もタブレットを使えるようになりました。

自習室には、個人学習に集中できるよう
ブース型の机を導入しています。2021年
度の増設により、学年別での利用が可
能となり、混雑緩和等、利便性が向上し
ました。

2021年度にいただいたご寄附では、過
去の貸出回数が多い分野で手軽に利用
できるものとして就職活動、小説、料理レ
シピ本、図鑑等「心・性・多様性」をテー
マにした153冊を購入させていただきま
した。2022年度にいただいたご寄附で
も、学生の学習・教養・情操の涵養、学生
の生活や進路選択に役立つ資料を中心
に購入させていただきます。

留学をイメージし易いよう現地で本当に
活用できる書籍として、「旅の指さし会話
帳」を購入いたしました。言語に自信が
なくても「会話帳」さえあれば海外で過
ごすことができる一例として紹介し、海
外渡航に躊躇する学生たちの後押しを
おこないます。

留学支援時にiPadを活用し、ネット上や
Googleドライブ上にアクセスしながら留
学にかかるマテリアルを相談時に閲覧で
きるよう整備するとともに、日本語や現地
の言語での「正しい情報の探し方」につ
いてもiPadを活用して支援いたします。

体育館用プロジェクターの購入
（2022年度）

全校舎Wi-Fi化
（2019～2021年度）

自習室増設
（2019～2021年度）

ご寄附の活用事例

電子書籍の購入
（2018～2022年度）

書籍「旅の指さし会話帳」の購入
（2022年度）

iPadの購入（2022年度）

2022年度実績

文教大学

人間愛とは、人間性の絶対的尊厳とその無限の発展性とを確信し、すべての人間を信じ、尊重し、
あたたかく慈しみ、優しく思いやり、育むことです。文教大学は、人間愛の教育を実践します。人間
愛の教育とは、教員と学生、また学生と学生との関係を重視し、学生一人ひとりの個性を丁寧に
伸ばすことを目指し、人間愛を持って学生を教育することです。 その教育を通して、人間を信頼し
全ての人に対して温かい愛情を持つ人材を育てることを目標とします。

文教大学　
学長

中 島　滋

大学の
詳細はこちら

ご寄附の活用事例

6 7



その他のご寄附について
文教サポーターズ募金（学校活動支援/課外活動支援）の他にも、奨学資金をはじめ多くのご支
援をいただきました。厚く御礼申し上げます。ご寄附の趣旨に基づき、活用させていただきます。

【 1,311,500円 】
寄　附　総　額

●スポーツや
　文化活動の振興・
　発展への寄与

●地域社会の
　貢献活動

●使途の指定なし

●奨学資金

5件

3件

1件

2件

20,000円

500,000円

60,000円

731,500円

奨学資金　
731,500円

地域社会の
貢献活動　
500,000円

スポーツや文化活動の
振興・発展への寄与　20,000円

使途の指定なし
60,000円
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課外活動支援

石間奨学金は、有限会社石間企画事務所からのご寄附に
より、大学4年生で勤勉かつ優秀な成績を修めた学生に対
して給付される奨学金です。
授与式では、教育学部学校教育課程の4年生に代表取締役
石間裕氏から目録・記念品と励ましのメッセージが贈られま
した。奨学生からは、感謝の気持ちと将来への強い決意が語
られました。

石間奨学金授与式が行われました。

【越谷体育会】 
軟式野球部

目標金額●150,000円
募集期間●2022年7月～2023年6月

購入品
NAIGAI PRACTICE BALL 
M号練習球（10ダース入） 4箱
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寄附結果：170,000円

この度は、文教大学越谷体育会：軟式野球部へのご協力、部員一同厚く御礼申し上
げます。多くのご寄附をいただき、誠にありがとうございます。
購入したボールは、日頃の打撃練習や守備練習など多くの場面で使用させていただ
いております。
皆様のご支援により、現在は東都学生軟式野球連盟1部リーグにて今夏の全国大会、
今秋の東日本大会を目指し部員一同活動をしております。
今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、重ねてお願い申し上げます。

達成

【越谷文化会】 
吹奏楽部

目標金額●1,500,000円
募集期間●2022年7月～2025年6月

購入品
①フルート（Pearl F-EP 925/RE）
②ユーフォニアム（YAMAHA Neo YEP-642S）
③ホルン（YAMAHA ゴールドブラス YHR-567GDB） 各1本
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2022年度寄附結果：705,000円

募集継続

【付属中高】 
吹奏楽部

目標金額●680,000円
募集期間●2022年7月～2025年6月

購入品
マリンバ　Korogi Marimba LV800（ゴールドアーチ）
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2022年度寄附結果：207,000円

募集継続

m
essage

吹奏楽部
ホームページは
こちら






